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平成２４年度当初予算可決（4頁～ 7頁）

藻場再生特別委員会設置（8頁）

平成２３年度補正予算可決（9頁）

一般質問は５人が登壇（10 頁～ 14 頁）

敬老祝金支給条例改正案可決が再議に（15 頁）

出前議会実施（16 頁）

各
地
区
公
民
館
で

「出
前
議
会
」
を
開
き
ま
し
た
。



藻
場
再
生
に
全
力
・
議
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置

　

３
月
６
日
か
ら
13
日
の
８

日
間
の
会
期
で
平
成
24
年
３

月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
主
な
議
案
は
、
平

成
24
年
度
当
初
予
算
で
す
。

　

町
長
は
会
議
の
冒
頭
、
本

年
の
施
政
方
針
で
、
平
成
24

年
度
予
算
案
編
成
に
当
た
っ

て
の
方
針
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
小
値
賀
町

の
総
合
計
画
の
見
直
し
作

業
、
東
北
大
震
災
の
こ
と
も

あ
り
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
も
着
手
す
る
こ
と
、

基
幹
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
漁
業
用
燃
油
高
騰
に
対

す
る
補
助
、
磯
焼
け
回
復
支

援
事
業
及
び
農
産
・
漁
産
品

の
輸
送
コ
ス
ト
の
補
助
、
畜

２４年度予算可決！　一般会計総額 32 億 4,500 万円に！

敬
老
祝
金
条
例
を
一
部
改
正
し
、
節
目
支
給
に
戻
す
こ
と
に
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
長
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
再
議
に
付
し
、
廃
案
に
！

人工透析患者通院費補助金制度を新設

産
業
の
推
進
な
ど
を
図
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
所
に
対
し
て

は
医
師
２
名
体
制
実
現
に
努

力
す
る
こ
と
、
診
療
所
玄
関

前
通
路
の
改
修
工
事
（
新
設

す
る
バ
ス
停
か
ら
の
雨
よ

け
）
な
ど
の
計
画
を
示
し
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
が
、

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算

は
32
億
４
、５
０
０
万
円
、

特
別
会
計
７
会
計
の
総
額
は

16
億
６
，
５
９
０
万
円
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事

は
４
頁
～
７
頁
）

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
、
下
水

道
事
業
、
診
療
所
の
各
特
別

会
計
５
件
に
つ
い
て
も
原
案

可
決
し
ま
し
た
。（
関
連
記

事
は
９
頁
）

　

新
た
な
条
例
と
し
て
は
、

「
人
工
透
析
患
者
通
院
費
補

助
金
支
給
条
例
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
慎
重

に
審
議
し
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
８

頁
）

　

そ
の
他
の
条
例
改
正
は
、

町
税
条
例
の
一
部
改
正
、
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正
、
公
民
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正
、
図
書
館
設
置
条

例
の
一
部
改
正
で
し
た
。
ま

た
、
継
続
審
査
に
な
っ
て
い

た
課
の
設
置
に
関
す
る
条
例

改
正
も
含
め
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。（
関

連
記
事
は
８
頁
）

　

議
会
で
は
８
ヶ
月
間
検
討

し
て
き
た
敬
老
祝
金
に
つ
い

て
、
以
前
の
節
目
支
給
に
戻

す
条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
町
長
は
こ
れ
を

不
服
と
し
て
臨
時
議
会
を
招

集
し
再
議
に
付
し
ま
し
た
。

　

再
議
に
付
さ
れ
た
場
合
、

再
度
議
決
す
る
た
め
に
は
特

別
多
数
議
決
と
な
り
、
出
席

議
員
の
２
／
３
の
賛
成
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
賛
成
者

が
こ
れ
を
満
た
す
こ
と
が
出

来
ず
、
一
旦
可
決
さ
れ
た
敬

老
祝
金
の
条
例
改
正
は
廃
案

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
敬

老
祝
金
支
給
条
例
は
、
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
期
限
が
切

れ
、
同
条
例
全
体
が
廃
案
と

な
り
ま
す
。

　

首
長
の
拒
否
権
と
し
て
の

再
議
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

（
関
連
記
事
は
15
頁
）

　

漁
業
に
と
っ
て
藻も

ば場
の
消

失
は
死
活
問
題
で
す
。
磯
焼

け
の
原
因
究
明
は
、
専
門
家

に
任
せ
る
と
し
て
、
自
然
界

の
藻
場
再
生
の
力
を
阻
害
し

て
い
る
要
因
を
検
討
し
、
再

生
の
サ
イ
ク
ル
に
乗
せ
る
た

め
の
具
体
的
取
り
組
み
を
行

う
た
め
議
会
に
「
藻も

ば場
再
生

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
藻も

ば場
再
生
の
た

め
に
出
来
る
限
り
の
こ
と
を

平成２４年

３月定例会

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
一
緒
に

問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま

す
。（
関
連
記
事
は
８
頁
）

　

任
期
満
了
に
よ
る
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
元

議
員
を
し
て
お
ら
れ
た
黒
﨑

政ま
さ
よ
し美
氏
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
質
問
は
５
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
藻も

ば場
再

生
問
題
、診
療
所
医
師
問
題
、

防
災
計
画
な
ど
に
関
し
て
町

長
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。（
記
事
は
10

頁
～
14
頁
）

小値賀町議会だより第 79 号（2）小値賀町議会だより第 79 号（3）



平成 24年度当初予算一般会計

問：新生水産県ながさき総合支援事業補助の内

　　容は？

答：漁場台帳の整備を行い、磯焼対策等の各種
　　資料として活用。事業費の 455 万 9000
　　円の 1/2 が県から補助される。

問：離島漁業再生支援交付金の減額の内容は？

答：10 戸の離漁者によるものが主なもの。

問：庁舎改修工事の内容は？

答：空調設備改修、玄関シャッター、玄関の屋
　　根、照明設備省エネ化、壁紙の張り替え、
　　１階と 2 階のフロアーの改修、議場の録
　　音装置等。

問：空港費におけるチャーター便の内容は？

答：平成 23 年度は季節を限定していたが、平
　　成 24 年度は 1 年を通して実施したい。

問：生ゴミ処理機設置事業補助金の減額は？

答：当初は利用者が多かったが、今年はハイブ
　　リッド型 2 台、設置型コンポスト 16 台と
       かなり減っている。今後ダンボールコンポ
　   ストを活用して家庭から生ゴミを大幅に減
       少させる構想を立てている。

問：落花生の作付け状況は？

答：平成 23 年度は 2 戸の農家と担い手公社で
　　1.7㌶の作付けをしたが、平成 24 年度は
　　担い手公社 1.1㌶、9 戸の農家で 1.1㌶、
　　合計で 2.2㌶を行う計画。

小値賀町議会だより第 79 号（5） 小値賀町議会だより第 79 号（4）

一般会計当初予算審議の主な質疑

　

予
算
総
額
は
、前
年
度
当
初
予
算
（
骨
格
予
算
）
22
億
７
、６
７
０
万
円
と
比
較
し
て
９
億
６
、８
３
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
で
は
、
小
中
学
校
校
舎
建
設
（
継
続
費
）
７
億
４
、９
０
６
万
円
、
庁
舎
改
修
工
事
で
９
、５
０
１
万
円
、
就
農
定
着
促

進
関
連
事
業
（
ハ
ウ
ス
２
棟
）
で
４
、０
２
０
万
円
、
漁
港
機
能
保
全
工
事
で
５
、５
３
０
万
円
、
そ
の
他
で
農
水
産
物
の
海
上
輸
送

費
用
の
一
部
を
助
成
、
値
賀
漁
丸
の
ク
レ
ー
ン
設
置
、
診
療
所
前
バ
ス
停
留
所
新
設
工
事
等
、「
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

高
齢
者
の
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
、
医
療
の
確
保
、
人
材
育
成
」
な
ど
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

西町長の初めての予算編成

小中学校合同校舎建設　12月に完成予定！　　
　　　　　　　　　　　　庁舎改修工事に　9, ７00万円

で
の
３
日
間
活
発
な
質
疑
が

繰
り
返
さ
れ
、
町
長
が
提
示

す
る
今
年
１
年
間
の
町
政
の

青
写
真
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
滞
納
者
及
び

滞
納
金
な
ど
が
増
え
て
き
て

い
る
の
で
徴
収
努
力
を
求

め
、
歳
出
で
は
、
小
中
学
校

校
舎
建
築
費
用
に
つ
い
て
な

ど
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
の
結
果
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
審
議
は
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

小
辻
隆
治
郎
委
員
長
の
も

と
、
６
月
８
日
か
ら
10
日
ま

　

自

主

財

源 

14,8

　％

町税   １億 5,099 万 3,000 円

分担金及び負担金 　　    662 万 6,000 円

使用料及び手数料       4,188 万 5,000 円

財産収入       2,089 万 9,000 円

寄付金               9,000 円

繰入金   1 億 4,934 万 1,000 円

繰越金             5,000 万円

諸収入       6,101 万 7,000 円

依

存

財

源

85,2

  ％

地方譲与税             2,420 万円

利子割交付金                33 万円

地方消費税交付金             2,300 万円

自動車取得税交付金               360 万円

地方特例交付金 　　　        330 万円

地方交付金  15 億 2,000 万円

交通安全対策特別交付金               1,000 円

配当割交付金                13 万円

株式譲渡割交付金                 5 万円

国庫支出金   2 億 9,045 万 7,000 円

県支出金   2 億 1,386 万 2,000 円

町債   6 億 8,530 万円

合計  32 億 4,500 万円

議会費 　　　5,977 万 8,000 円

総務費 　4億　333 万 8,000 円

民生費 　3億 4,836 万 5,000 円

衛生費 　2億 3,821 万 6,000 円

農林水産業費 　4億 8,412 万 6,000 円

商工費 　1億 1,655 万 1,000 円

土木費 　2億　452 万 9,000 円

消防費 　1億　163 万 4,000 円

教育費 　9億 1,940 万円

災害復旧費 　　　　　　　5,000 円

公債費 　　　　3億 4,228 万円

諸支出金 　　　　　　1,900 万円

予備費 　　　　777 万 8,000 円

合計  32 億 4,500 万円

町税 4,7％

町債　

21,1％

地方交付税

　46,8％

県支出金

  6,6％

国庫支出金

　 8,9％

依存財源 85,2％

自主財源

  14,8％

繰入金

4,6％

財産収入　0,6％

繰越金　1,5％
総務費

12,4％

民生費

10,7％

衛生費

 7,3％

農林水産業費

　 14,9％　

商工費

 3,6％

土木費

 6,3％消防費

3,1％

教育費　

28,3％

公債費　

10,5％

議会費　1,8％

諸支出金　0,6％

　　歳　入

32 億 4,500 万円

　　歳　出

32 億 4,500 万円

地方譲与税　0,7％
諸収入　1,9％

使用料及び手数料　1,3％

地方消費税交付金　0,7％

予算特別委員会審査の様子



小値賀町議会だより第 79 号（7） 小値賀町議会だより第 79 号（6）

　　　　　平成24年度　当初予算特別会計（ 7会計）　

　　　　　　　総額　16 億 6,590 万円（うち一般会計繰入分 3 億 7,140 万円）

　　　　　　　　　　

　　

　　

　　

国民健康保険事業特別会計　　予算総額　４億 6,640 万円

　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　主な歳出

　　国庫支出金　　　１億 2,313 万 7,000 円　　　保険給付金　２億 8,173 万 5,000 円

　　前期高齢者交付金　　 9,959 万 7,000 円　　　共同事業拠出金　 6,611 万 1,000 円

　　国民健康保険税　　 　9,155 万 7,000 円

　　主な質疑　問：国民健康保険税の滞納繰り越し分は？

　　　　　　　答：平成 24 年２月末で、滞納者 43 名、金額は 2,029 万 2,173 円。

　　介護保険事業特別会計　　　　　　予算総額　３億 7,670 万円

　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　  主な歳出

　　国庫支出金　　　１億 949 万 5,000 円　　    保険給付費　　　　   ３億 5,505 万円

　　支払基金交付金　１億 800 万 6,000 円　　　 地域支援事業費　   1,752 万 5,000 円

　　県支出金　　　 　　 5,931 万 8,000 円

　　主な質疑　問：長崎県介護保険財政安定化基金交付金の内容は？

　　　　　　　答：この基金は、介護保険を安定的に運営するもので、国、県、町がそ

                                 れぞれ３分の１の拠出で基金が設けられている。

後期高齢者医療事業特別会計　　予算総額　4,150 万円

       主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　主な歳出

       一般会計繰入金     　      2,162 万 6,000 円　　広域連合負担金　3,928 万 5,000 円

　　後期高齢者医療保険料　1,905 万 5,000 円

主な質疑　問：広域連合負担金で、保険料等負担金の増額が今後どれくらいになる

　　　　　　　のか？

　　　　　答：現在、一番低い人で年間 3,700 円の均等割であるが、平成 24 年度

　　　　　　　は 500 円ぐらい上がる状況である。

簡易水道事業特別会計　　　　　　予算総額　8,790 万円

　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　主な歳出
　　事業収入　　　　5,451 万 7,000 円　　　　　公債費　　　4,532 万円

　　一般会計繰入金　3,238 万 2,000 円　　　　　総務費　　　4,218 万円

　 下水道事業特別会計　　　　　　　　予算総額　１億 7,630 万円

　　主な歳入                               　　　　　　　　  主な歳出

　　一般会計繰入金　１億 5,176 万 1,000 円　　　公債費　１億 4,382 万 4,000 円

　　事業収入　　　　　　 2,353 万 9,000 円　　　総務管理費　 3,218 万 1,000 円

　　主な質疑　問：マンホールポンプ点検委託料の内容は？

　　　　　　　答：本格的な点検作業を考えており、前方地区２カ所、柳地区 6 カ所、

　　　　　　　　　笛吹地区３カ所。

　　渡船事業特別会計　　　　　　　　予算総額 5,840 万円

　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　主な歳出

　　国庫補助金　　　　 2,500 万円　　　　　　　渡船事業費　 5,611 万 8,000 円

　　県補助金　　　　　　500 万円　　　　　　　公債費　　　　 178 万 2,000 円

　　主な質疑　問：国庫補助金と県補助金の関係は？

　　　　　　　答：補助対象欠損額で補助金は算出されるが、国庫分が増えると逆に県

                                の分が減ってくることになる。

国民健康保険診療所特別会計　予算総額　４億 5,870 万円

　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　主な歳出

　　診療収入　　３億 1,708 万 4,000 円　　　　　医業費　　２億 4,906 万 3,000 円

　　繰入金　　　　                8,350 万円　　  　　  総務費　　２億      29 万 6,000 円

　　主な質疑　問：後期高齢者診療報酬が昨年度より 600 万円減額となっているが、内

                  容は？

　　　　　　　答：肺炎球菌ワクチン接種の効果やインフルエンザで入院する患者が少

　　　　　　　　　なくなったこと等が考えられる。
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税
・
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
税

制
改
正
と
介
護
保
険
第
5
期
事
業
に
伴
う

保
険
料
の
見
直
し
で
す
。
小
値
賀
町
に
関

係
の
あ
る
改
定
は
次
の
通
り
で
す
。

　

※
介
護
保
険
料
を
平
成
24
年
度
か
ら
基

　
　

準
額
を
月
額
４
０
０
円
引
上
げ
て
、

　
　

３
、８
６
０
円
に
改
定
。

人
口
透
析
患
者
通
院
費
補
助
金
制

度
の
新
設

　

佐
世
保
市
な
ど
島
外
で
の
治
療
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
人
工
透
析
患
者
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
変
に
厳
し
い
条
件
に
あ
り
ま

す
。

　

安
心
し
て
本
町
で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
こ
の
た
び
患
者
の
通
院
費
に
か
か

る
支
援
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

船
賃
は
全
額
支
給
（
フ
ェ
リ
ー
の
み
）。

宿
泊
費
は
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
（
但

し
、
宿
泊
費
上
限
は
５
，
０
０
０
円
）

　

歳入歳出それぞれ 8,608 万円を追加し。予算総額が 30 億 7,988 万 3 千円になりました
　　　　　　　　　（前年同期比 3 億 1,753 万 5 千円の増額）
地方交付税は 16 億 8,851 万 8 千円となり前年同期比 2,576 万 9 千円の減額
積立金に 1 億 3,670 万 7 千円

《主な歳入補正》
　　地方交付税　　　　　5,000 万円　　 増額
　　国庫支出金　　　　　　531 万 7 千円増額
　　県支出金　　　　　　1,320 万 3 千円 減額
　　寄付金　　　　　　　　187 万 6 千円増額
　　町債　　　　　　　　3,890 万円　　 増額
　　　

国民健康保険事業特別会計（第 2 号）

648 万円を減額し、
予算総額を 4 億 7,469 万 1,000 円に。

（前年同期比 2,533 万 6 千円の減額）
※主に医療費の減による保険給付費の減額

介護保険事業特別会計（第 2 号）

1,527 万４千円を減額し、
予算総額を 3 億 6,699 万 9,000 円に。

（前年同期比 363 万円の増額）
※主に介護実績による保険給付費の減額

国民健康保険診療所特別会計（第 3 号）

59 万円を追加し、
予算総額を 4 億 1,529 万円に。

（前年同期比 2,801 万円の減額）
※主に繰入金の増額、歳出で一般管理費の
　増額

下水道事業特別会計（第 2 号）

161 万 5 千円を減額し、
予算総額を 1 億 8,083 万 8,000 円に。

（前年同期比 839 万 8 千円の減額）
※主に繰入金の減額、歳出で総務管理費の
　減額

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
任
に

つ
い
て
、
議
会
は
町
長
の
申

し
出
に
同
意
致
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

　

黒
﨑
委
員
は
議
員
の
時
に

も
監
査
委
員
の
経
験
が
あ

り
、
重
責
を
果
た
し
て
い
た

だ
け
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　　　藻場の再生こそ

　　　　　本町の将来を左右する課題！

集中的かつ継続的に取り組むため議会に藻場再生調査特別委員会を設置

《主な歳出補正》
　　総務費　　　　　1 億 3,328 万 8 千円増額
　　民生費　　　　　　　　972 万 1 千円減額
　　農林水産業費　　　　1,560 万 7 千円減額
　　商工費　　　　　　　　481 万 9 千円減額
　　消防費　　　　　　　　741 万 6 千円減額

　　平　成　２３年　度　補　正　予　算

一　般　会　計　（第４号）

特　別　会　計　

　

３
月
６
日
、
議
会
に
「
藻

場
再
生
調
査
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
７
人
で
構
成
さ
れ
、

委
員
長
に
末
永
一
郎
議
員
、

副
委
員
長
に
浦
英
明
議
員
の

態
勢
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

磯
焼
け
に
関
し
て
数
年
前

か
ら
、
議
会
は
大
い
な
る
関

心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
現
在
の
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
は
、
土
川
委
員
長

の
も
と
で
、
現
状
の
調
査
及

び
具
体
策
の
検
討
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
状
を
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
将
来
に
大
き
な
禍
根

を
残
す
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

栄
養
塩
の
問
題
、
食
害
の

問
題
、
長
期
的
に
は
「
森
里

海
」
の
連
環
を
考
慮
し
た
森

づ
く
り
の
取
り
組
な
ど
課
題

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
と
の
重
大
さ
を
鑑

か
ん
が
み
、

議
会
で
は
、
専
門
的
に
藻
場

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
く

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
具
体
的
方
法
を

試
し
、
効
果
を
調
べ
、
広
域

的
に
講
じ
る
べ
き
具
体
策
の

実
施
に
向
け
る
べ
く
力
を
注

ぐ
つ
も
り
で
す
。

　

委
員
長
を
は
じ
め
、
委
員

一
同
、
何
と
し
て
も
こ
の
問

題
を
解
決
し
た
い
と
大
き
な

意
気
込
み
を
表
明
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
主
役
は
漁
業
者

で
あ
り
、
町
民
で
す
。
小
値

賀
全
体
の
問
題
と
し
て
、
皆

さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極

的
に
藻
場
再
生
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

協
働
の
心
で
、
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

町
営
住
宅
管
理
に
関
す
る
条
例
が

一
部
変
更

　

今
回
の
法
の
改
正
で
公
営
住
宅
の
入
居

資
格
の
う
ち
「
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ

と
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

撤
廃
さ
れ
た
こ
と
で
小
値
賀
町
の
条
例
も

変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
居
者
は
親
族
に
限
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

小
値
賀
町
町
立
図
書
館
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

図
書
館
法
の
改
正
に
よ
り
、
図
書
館
協

議
会
の
委
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
、、
任

命
の
基
準
、
定
数
及
び
任
期
そ
の
他
必
要

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
値
賀
町
公
民
館
設
置
条
例
の
一

部
を
改
定
す
る
条
例

　

公
民
館
運
営
審
議
会
の
委
員
の
任
命
に

あ
た
っ
て
の
定
数
及
び
任
期
そ
の
他
必
要

事
項
を
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

　

条
例
関
連

監
査
委
員

　
　

選
任
の
同
意

黒 﨑 政
ま さ よ し

美 氏

　町村の監査基準に基づ

き、小値賀町行政の公正と

能率の確保を図り、行政に

対する町民の信頼を高める

よう適法性、効率性、有用

性の増進に努めます。

　皆様のご指導の程、よろ

しくお願い致します。

死
に
も
の
ぐ
る
い
で
取
り
組
む
決
意

　

委
員
長
に
末
永
議
員
、
副
委
員
長
に
浦
議
員
！

《
主
な
質
疑
》

問
：
地
方
交
付
税
は
今
年
度

    

　

度
分
の
最
終
額
か
？

答
：
3
月
に
も
う
一
度
交
付

       

さ
れ
る
。
現
時
点
で
は

　
　

１
月
の
補
正
額
を
計
上

　
　

し
て
い
る
。

問
：
寄
付
金
の
内
訳
は
？

答   

ふ
る
さ
と
寄
付
金
８
件
、

       

総
務
管
理
費
寄
付
金
21

　
　

件
、
社
会
福
祉
費
寄 

　
　

付
金 

14
件
、
保
健
衛

　
　

生
費
寄
付
金
40
件
、
合

       

計
83
件
で
、
１
件
あ
た

       

り
の
最
高
額
は
ふ
る
さ

       

と
寄
付
金
で
10
万
円
で

       

あ
っ
た
。
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学
校
教
育
に
新
聞
の
活
用
を
！

岩坪義光議員

  
授
業
の
中
に
新
聞
を
取
り

入
れ
る
試
み
に
つ
い
て
、　

昨
年
は
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ(

エ
ヌ
ア

イ
イ
ー)

推
進
協
議
会
か
ら

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

学
校
図
書
館
へ
の
新
聞
配
置

の
要
望
が
な
さ
れ
、
平
成
24

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
で
関

連
経
費
が
予
算
化
さ
れ
る
と

い
う
情
報
も
あ
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
全
世
界
的
な
活

動
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
国
内

で
行
わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活

動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
を
伺
う
。

【
答
】
筒
井
教
育
長

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
り
組
み
は
、

新
聞
が
身
近
に
あ
り
、
新
聞

を
読
む
習
慣
を
身
に
着
け
る

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
の「
読

解
力
」
の
低
下
や
文
字
・
活

字
離
れ
等
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
考

え
る
力
や
情
報
を
見
極
め
る

力
、
社
会
に
主
体
的
に
か
か

わ
る
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は

高
い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
近
藤
議
員

　

学
校
の
職
員
室
に
配
備
さ

れ
て
い
る
新
聞
を
こ
れ
ま
で

に
学
校
教
育
に
利
活
用
さ
れ

た
実
績
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、
そ
の
実
態
を
伺
う
。　

【
答
】
筒
井
教
育
長

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
担

任
が
児
童
生
徒
へ
の
指
導
に

活
か
し
て
お
り
、
国
語
で
は

要
旨
の
ま
と
め
や
表
現
力
を

高
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。

　

理
科
で
は
、
天
気
図
の
指

導
、
社
会
で
は
、
政
治
、
経

済
、
歴
史
の
学
習
に
使
用
、

帯
タ
イ
ム
で
、
コ
ラ
ム
を
使

い
、
書
写
や
感
想
文
を
書
く

等
、
利
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
近
藤
議
員

　

新
聞
の
活
用
に
つ
い
て
、

小
値
賀
町
教
育
委
員
会
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の
考

え
を
伺
う
。

【
答
】
筒
井
教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

よ
り
、「
新
聞
の
活
用
」
が

近藤育雄議員

今
後
、
十
分
に
検
討
し
て
い
く
！

東
北
大
震
災
は
人
ご
と
で
は
な
い
。

　　　　　　　　　　

防
災
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
！

津
波
も
考
慮
し
て
防
災
計
画
を
見
直
す
！

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

て
一
年
と
な
る
が
、
生
活
基

盤
で
あ
っ
た
地
域
社
会
は
崩

壊
状
態
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
津
波
、
原
発
等
、

各
自
治
体
が
防
災
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
お
り
本
町

も
同
様
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

地
震
・
津
波
の
発
生
に
対

し
て
の
想
定
と
、
そ
の
対
策

は
？

【
答
】
西
町
長

　

県
に
お
い
て
も
、「
長
崎

県
地
域
防
災
計
画
見
直
し
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

見
直
し
作
業
を
行
っ
て
お

り
、　

そ
れ
を
受
け
て
本
町

の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
防
災
計
画
で
は
具

体
的
な
地
震
、
津
波
に
対
す

る
対
策
は
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

県
が
公
表
し
た
小
値
賀
町

の
津
波
の
高
さ
は
27
セ
ン
チ

と
言
う
こ
と
で
、　

台
風
対

策
が
主
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
岩
坪
議
員

　

津
波
を
考
え
た
時
、
現
在

の
避
難
場
所
で
は
問
題
が
あ

る
と
思
う
が
現
状
で
大
丈
夫

か
？

【
答
】
西
町
長

　

当
町
の
現
在
の
防
災
計
画

で
は
19
施
設
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
お
り
、
斑
住

民
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
の
耐

震
性
、
津
波
に
対
す
る
立
地

状
況
等
を
加
味
し
て
、
一
部

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
岩
坪
議
員

　

津
波
は
最
短
で
５
分
で
到

達
と
あ
る
が
、
高
齢
者
、
子

供
た
ち
の
対
策
は
？

【
答
】
西
町
長

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
と
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
早
く
、
町
民
の

方
々
に
避
難
の
呼
び
か
け
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

高
齢
者
に
対
し
ま
し
て

は
、
民
生
委
員
と
各
消
防
分

団
に
「
災
害
時
要
援
護
者
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
配
布
し
、

要
援
護
者
の
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
岩
坪
議
員

　

玄
海
原
発
事
故
を
想
定
し

た
防
災
対
策
は
？

【
答
】
西
町
長

　

本
町
は
、
避
難
エ
リ
ア
に

は
該
当
し
な
い
が
、
基
幹
産

業
に
お
い
て
の
風
評
被
害
等

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
風
評

被
害
対
策
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

問一　般　質　問いっぱんしつもん
ここが聞きたい！

指
導
事
項
と
し
て
入
っ
た
こ

と
で
、新
聞
の
持
つ
構
成
力
、

表
現
力
、
文
字
文
化
、
豊
富

な
情
報
な
ど
を
活
用
す
る
よ

う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

学
校
図
書
室
へ
の
新
聞
の

配
置
に
つ
い
て
前
向
き
に
考

え
、
活
用
の
方
法
等
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

新聞を教育に（NIE) のひとこま

佐世保西消防署小値賀出張所
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町
民
す
べ
て
の
人
が
高
齢

者
を
敬
い
、
高
齢
化
社
会
の

中
で
の
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

節
目
支
払
い
方
式
は
、
あ

く
ま
で
も
長
寿
を
祝
う
祝
い

金
で
あ
り
、
納
得
で
き
な
い

も
の
と
考
え
る
。

　

一
律
支
給
方
式
に
替
え
る

事
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
及

び
、
一
律
支
払
い
支
給
制
度

に
戻
そ
う
と
す
る
理
由
は
何

か
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢

者
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る

な
ど
、
生
活
状
態
が
年
々
厳

し
く
な
っ
た
75
歳
以
上
の
方

へ
、毎
年
支
給
す
る
こ
と
で
、

敬
老
の
意
を
表
し
た
い
と
思

敬
老
祝
金
に
つ
い
て
町
長
の
思
い
を
問
う
？

い
ま
す
。

　

ま
た
、、
福
祉
の
向
上
策

と
し
て
考
え
、
行
政
改
革
と

切
り
離
す
べ
き
だ
と
の
考
え

は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

【
問
】
宮
崎
議
員

　

昨
年
６
月
議
会
に
お
い
て

期
限
付
き
で
１
年
間
の
み
支

払
わ
れ
た
が
、
そ
の
支
給
時

の
町
民
の
感
想
を
ど
う
の
よ

う
に
感
じ
た
の
か
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

希
望
し
な
い
方
に
は
「
辞

退
届
」
を
提
出
い
た
だ
き
、

そ
れ
以
外
の
方
に
は
現
金
で

支
給
を
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
支
給
予
定
者
全
員
に

受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
、
支

給
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
の

が
、
正
直
な
感
想
で
す
。

【
問
】
宮
崎
議
員

　

昨
年
議
決
さ
れ
た
一
律
支

払
い
制
度
は
3
月
31
日
を

も
っ
て
無
効
と
な
る
が
、
今

回
、
条
例
を
継
続
し
な
か
っ

た
そ
の
理
由
を
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

敬
老
祝
金
支
給
検
討
委
員

会
の
答
申
の
よ
う
な
問
題
点

が
、
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な

く
、
今
後
時
間
を
か
け
て
、

福
祉
の
向
上
策
と
考
え
、
継
続
実
施
し
た
い

宮崎良保議員

関
係
者
の
意
見
を
聴
取
す
る

な
ど
、
住
民
の
反
応
（
特
に

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
意
見
）
を

踏
ま
え
て
対
応
を
し
ま
す
。

　

検
討
結
果
が
本
当
に
、
町

民
の
総
意
で
あ
る
か
、
慎
重

に
意
見
を
伺
う
こ
と
に
し
、

予
算
計
上
を
見
送
り
ま
し

た
。

漁
業
の
生
き
残
り
に
は
、
藻
場
再
生
が
必
須
！

浦　英明議員

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い

　

本
町
の
水
産
業
に
お
い
て

は
海
草
が
磯
焼
け
で
壊
滅
的

な
現
状
だ
。

　

先
日
、
西
海
市
の
大
崎
漁

協
に
先
進
地
視
察
に
行
っ
た

が
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、

藻
場
再
生
に
取
り
組
ん
で
、

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

本
町
と
大
崎
漁
協
の
藻
場

礁
の
規
模
と
事
業
費
に
つ
い

て
、
及
び
本
町
の
藻
場
再
生

の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

藻も

ば場
再
生
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
本
町
の
海
域
環
境

に
応
じ
た
手
法
に
よ
る
造

成
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
と

共
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
結

果
を
ふ
ま
え
、「
食
害
生
物

の
駆
除
事
業
」
の
規
模
を
拡

大
し
て
の
継
続
実
施
、
海
域

環
境
の
調
査
も
進
め
て
行
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　【
答
】
西
村
産
業
振
興
課
長

　

大
き
く
違
う
の
は
、
漁
業

者
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組

む
と
い
う
「
姿
勢
・
意
識
」

で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
保

全
活
動
な
ど
総
事
業
費
で
約

三
、四
〇
〇
万
円
で
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

大
崎
漁
協
の
よ
う
に
、
国

の
補
助
事
業
で
あ
る
離
島
漁

業
再
生
支
援
事
業
と
環
境
生

態
系
保
全
事
業
の
二
本
立
て

で
実
施
で
き
な
い
か
？

　

水
イ
カ
産
卵
床
の

　
　
　

ア
マ
モ
再
生
の
方
法
は
？

ここが聞きたい！これを提案！

【
問
】
浦
議
員

　

ア
マ
モ
場
の
再
生
方
法
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。
又
、
環
境
生
態
系

保
全
事
業
で
実
施
出
来
な
い

か
伺
う
。

　

又
、
播は

し
ゅ種

シ
ー
ト
法
で
実

施
で
き
な
い
か
。

【
答
】
西
村
産
業
振
興
課
長

　

ア
マ
モ
の
再
生
方
法
は
、

【
答
】
西
村
産
業
振
興
課
長

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
で
の
事
業
と
重
複
し
、
二

つ
の
事
業
の
棲
み
分
け
が
難

し
く
、
市
町
村
の
負
担
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

播は
し
ゅ種

の
他
に
、
栄
養
株
や
種

か
ら
人
工
的
に
育
て
た
種
苗

の
移
植
方
法
、「
粘
土
結
着

覆ふ
く

土
法
」
等
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
事
業
と
の
棲
み
分

け
が
難
し
く
、
無
理
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

播は
し
ゅ種

シ
ー
ト
法
で
の
実
施

は
、
ア
マ
モ
の
種
子
を
の
り

と
混
ぜ
合
わ
せ
、
生
分
解

シ
ー
ト
の
上
に
ま
き
、
ヤ
シ

マ
ッ
ト
に
取
り
付
け
て
、
海

底
に
設
置
す
る
と
い
う
も
の

で
、後
年
に
は
海
水
に
溶
け
、

環
境
に
も
良
い
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。　

　

先
進
地
の
実
例
も
参
考
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

昨年の相津地区敬老会風景
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ど
う
な
る
！　

診
療
所
の
医
師
二
名
態
勢
は
？

　

現
在
、
診
療
所
に
お
い
て

医
師
一
人
の
状
況
で
あ
る
。

一
人
で
は
、
精
神
的
・
体
力

的
に
負
担
が
大
き
い
と
思

う
。

　

全
国
的
に
も
地
方
に
お
け

る
医
師
不
足
は
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
本
町
で
も
医
師
の

動
向
は
、
町
民
の
心
配
事
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

負
担
を
か
け
て
い
る
現
所

長
と
の
十
分
な
協
議
を
し
、

誠
心
誠
意
、
そ
の
要
望
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
現
在
の
診
療
所
医

師
の
診
療
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

【
答
】
西
町
長 

　

昨
年
３
月
末
ま
で
は
、
二

名
態
勢
で
診
療
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
医
師

の
退
職
に
よ
り
一
名
態
勢
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
診
療
状
況
は
、
平

日
は
、
大
住
元
医
師
と
研
修

医
が
１
名
～
２
名
で
の
診

察
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
や
診
療
状
況
な
ど

は
、
二
人
態
勢
の
時
と
余
り

変
わ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
小
辻
議
員 

　

大
住
元
所
長
に
は
大
き
な

負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

　

現
所
長
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
要
望
が
出
て
い
る
の
か
伺

う
。

【
答
】 

西
町
長

　

大
住
元
所
長
か
ら
は
、
一

人
態
勢
で
は
身
体
的
に
精
神

的
に
大
変
な
の
で
、
早
急
に

医
師
二
人
態
勢
の
確
保
と
土

日
代
診
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
小
辻
議
員 

　

早
急
に
医
師
二
人
態
勢
を

整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　

今
後
の
医
師
確
保
の
た
め

に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

【
答
】
西
町
長 

　

医
師
二
人
は
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　

所
長
と
相
談
を
し
な
が

ら
、
探
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
方
で
も
、
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
内
に
「
な
が
さ
き

地
域
医
療
人
材
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
創
設
す
る
予
定
で

す
。

　

小
値
賀
町
の
安
全
・
安
心

な
医
療
体
制
の
確
保
の
た

め
、
本
町
独
自
で
も
医
師
を

見
つ
け
る
と
と
も
に
、
県
や

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
、
関
係

機
関
に
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
る
べ
く
早
く
二
人
態
勢

に
戻
す
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

小値賀町では再議に付されるのは初めてでは？

　敬老祝金支給条例の一部改正を再議に！

　

議
会
で
は
期
限
を
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
、

８
ヶ
月
間
検
討
し
て
き
た
敬

老
祝
い
金
に
つ
い
て
、
３
月

定
例
会
に
議
員
発
議
の
条
例

の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
審

議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
以
前
の
節
目

支
給
に
戻
す
条
例
改
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
は

こ
れ
を
不
服
と
し
て
再
議
に

付
し
ま
し
た
。

　

再
議
に
付
さ
れ
た
場
合
、

再
度
議
決
す
る
た
め
に
は
特

別
多
数
議
決
と
な
り
、
出
席

議
員
の
３
分
の
２
の
賛
成
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
賛
成

者
が
こ
れ
を
満
た
す
こ
と
が

出
来
ず
、
一
旦
可
決
さ
れ
た

敬
老
祝
い
金
の
条
例
改
正
は

廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
の
慎
重
な
審
議
の

末
意
見
の
一
致
が
出
来
な
け

れ
ば
多
数
決
に
よ
り
決
す
る

と
い
う
の
が
民
主
主
義
の
原

則
で
す
。
議
会
で
可
決
す
る

と
い
う
こ
と
は
住
民
の
代
表

が
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
方
向

を
決
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
で
あ
り
、
大
変
重
い

結
果
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
地
方
自
治
法
で

は
、
問
題
の
あ
る
議
決
に
対

し
て
町
長
の
再
議
権
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
む
や
み
に
こ
の
再
議
権

を
行
使
す
る
べ
き
で
は
な

く
、
再
議
に
付
す
理
由
が
正

当
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
町
長
は
、
①
改
正
案

が
条
例
設
置
目
的
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
こ
と
、
②
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
見
直
し
の

対
象
と
す
べ
き
項
目
で
は
な

い
と
考
え
る
こ
と
、
③
節
目

　再議とは、議決したある特定の事件を再び

議会が審議することを言う。議会と執行機関

は権限を分担しながら対立しており、時には

意見の対立をみることは、民主政治の常道で

ある。

　たとえば、議員提案によって条例を制定し、

あるいは首長提案の条例又は予算の一部を修

正した場合、首長が議会議決を尊重して執行

しなければならない。この場合、首長にとっ

て不満であり、異議があるときは、どう調整

すべきであるか、両機関の均衡を図るため首

長は限られた条件の中で再議に付すことが出

来る。

　再議の場合、議会は首長の再議の理由が正

当かどうかを審議することになる。

　議会の議決が再議に付された議決と同じ議

決であるときは、その議決は確定する。

　この議決については、出席議員の３分の２

以上の者の同意がなければならない。（条例・

予算の議決に異議があるとき）

　議員提案の場合、３分の２の賛成が得られ

なければ、一旦可決したにもかかわらず、廃

案となる。

　

再議についての解説

敬
老
祝
金
支
給
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
る
も

　
　
　

再
議
に
付
さ
れ
廃
案
に
！

３月６日の本会議において、敬老祝い金支給条例の一部改正案が審議され、一律支

給から節目支給にもどす内容の改正が可決しましたが、町長はこれを不服として再

議書を提出し、３月１６日に臨時会を開き再議に付しました。

支
給
に
戻
す
こ
と
は
民
意
を

反
映
し
て
い
な
い
こ
と
の
３

点
を
再
議
の
理
由
に
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
理
由
に
関
し
て
の
疑

問
点
を
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ

ま
し
た
が
、
再
度
議
決
に
必

要
な
３
分
の
２
の
賛
成
が
得

ら
れ
ず
、
先
の
議
決
は
否
決

と
な
り
、
改
正
案
は
廃
案
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
敬
老
祝
金

支
給
条
例
は
、
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
い
く
と
敬
老
祝
い
金
支
給

条
例
全
体
の
期
限
が
切
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
二
人
態
勢
に
な
る
よ
う
努
力

ここが聞きたい！

小辻隆治郎議員

たんぽぽ荘

大住元所長

小値賀診療所待合ロビー



　

３
月
は
卒
業
、

就
職
、
進
学
等
で

若
者
が
旅
立
っ
て

行
き
ま
す
。

　

本
町
も
少
子
高

齢
化
が
一
段
と
進

み
、
高
齢
化
率
50

％
の
時
代
も
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
農
水
産
業
へ
の
若
者

定
着
促
進
対
策
へ
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

3
月
定
例
会
で
は
、
町
づ

く
り
の
為
に
22
の
議
案
、
議

員
発
議
、
一
般
質
問
等
、
執

行
部
と
の
激
し
い
や
り
取
り

も
あ
り
、
活
発
な
8
日
間
で

し
た
。

　

又
、
来
年
は
離
島
振
興
法

の
期
限
が
く
る
の
で
新
た
に

改
正
継
続
へ
の
働
き
か
け
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
盛

り
込
ま
れ
る
予
定
の
航
路
対

策
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

は
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り

一
段
と
早
く
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
つ
い
て
い
け
な
い
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
忠
之

開かれた議会を目指す取り組み

　「出前議会」開催！
町民に本年度の予算が決定した報告と地域活性化策についての意見交換！

「
今
年
は
こ
ん
な
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。」

　

「
議
会
の
取
り
く
ん
で
い
る
内
容
は
、
こ
れ
で
す
。」

　
　

「
み
ん
な
で
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
」
と
出
前
議
会

　

地
方
分
権
時
代
に
お
い
て

は
、
よ
り
議
会
の
役
割
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
住
民
と
と
も
に
歩
む

議
会
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。　

　

私
た
ち
小
値
賀
町
議
会
も

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

住
民
参
画
と
い
う
の
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
を

議
会
の
活
動
の
中
に
積
極
的

に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
の
課
題
を
抱
え
、

具
体
的
な
方
法
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

せ
め
て
年
に
一
回
は
議
会

報
告
会
を
開
こ
う
と
今
回

「
出
前
議
会
」
と
銘め

い

打
っ
て

開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
が
成

立
し
た
の
で
、「
３
月
定
例

会
の
審
議
の
内
容
に
つ
い

て
」、「
議
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」皆
さ
ん
に
報
告
し
、

さ
ら
に
活
性
化
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
を
２
班
に
分
け
出
来

る
だ
け
、
地
区
単
位
で
実
施

す
る
べ
く
、
各
公
民
館
ご
と

に
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
が
、
開
催
時
期
が
多
忙
な

時
期
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、

農
家
地
区
数
カ
所
は
４
月
末

に
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
初
の
実
施
地
区
は
、
木

場
地
区
で
し
た
が
、
忙
し
い

と
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　

11
人
の
方
が
、
ま
た
、
翌
日

の
筒
井
浦
が
17
人
、
唐
見
崎

が
20
人
と
た
く
さ
ん
の
方
が

足
も
と
の
悪
い
中
を
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
の
報
告
に
耳
を
傾

け
、議
会
に
対
す
る
注
文
や
、

過
疎
し
て
い
く
小
値
賀
の
将

来
を
憂
い
、
今
何
を
す
る
べ

き
か
、
ど
の
よ
う
な
活
性
化

策
が
考
え
ら
れ
る
か
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
て

議
会
に
と
っ
て
貴
重
な
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
年
に
一
回
は
こ

う
し
た
議
会
報
告
会
を
開
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

編集後記

小値賀町議会だより第 79 号（16）

木場地区での出前議会


